
学 会 記 事

7) Ⅲa型早期 胃癌 の内視鏡的 切除後 に 生 じ た

過形成性ポ リープの 1症例

嘉窟 叢露 津 山 義秀 漕 崇県立臓 病 院 )

症例は61歳男性.胃前庭部前壁の隆起性病変 摘x6X

6mm)に対 し内視鏡的粘膜切除術 (EMR)を施行 した.

病理診断は高分化型腺癌で粘膜内に限局 し断端癌陰性で

完全切除と判定できた.EMR 後約 7カ月の内視鏡で同

部位に新たに山田W塾の隆起性病変 (12×10×10mm)

の発生が見られ,高周波ポリペグトミ-を施行 した.こ

の病理結果は遇形成性ポリ…プの診断だった,

EMR 後の過形成性ポリープの発生は極めて稀なもの

ではないと考えられ,EMR 後の合併症の 1つとして認

識されるべきであるや今後,同様な症例は増加するもの

と思われ,年齢や切除部位による発生頻度に差があるか

等を解明してゆく必要がある.

発生原因として焼灼濃療後の粘操修復に対する上皮の

過剰再生が考えられる.焼灼濃癌に対する抗濃轟剤の投

与方法も検討が必要と思われる.

8)特異な発育型を示 した胃癌の 2例
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今回我々は特異な発育をきたした胃癌を2例経験 した

ので報告する.症例 lは80歳女性で食欲不振を主訴に来

醍.初回の内視鏡では粘膜下腫慶の所見を望していたが,

5九月後の再検査では腫癖は増大し生検で低分化腺癌を

検出した.その後手術を施行 したが肝転移, fjソバ節転

移,腹膜播橡が認められた,症例 2は89歳の女性で近医

にて腹部腫癖を指摘され来院.内視鏡では胃前庭部犬鷲

に陥凹面を伴う巨大な隆起を認め生検より低分化腺癌を

検出した.腹部 CT にて肝左葉を圧排する慮癖を形成

していたため胃外後発蘭塾胃癌と診断 した,今回望示 し

た症例は一般の胃癌と異なった内視鏡像,X線像を宴し

生検診断の重要性を示した症例であった.
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9 ) 2 本のパル- ソカテ…テル を 涌 いたバルー

ン下遅行性経静脈的塞栓術 (a - R T O ) に

よる孤立後巨大 胃静脈癖の 1 治 験 例
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最近,孤立性胃静脈感をこ対 しB-RTOによる治療が

広く行なわれるようになった.

今回,比較的大きな血管床を有 し,複数の流入流出路

を持つ腎静脈癖を治療する観念を得た.治療上,多少の

手技的工夫を必要とし,いくつかの今後検討すべき点を

示唆する症例であったためスライドにて墨示する.

ユ0) 空腹時痛を契機 に発見された十二指腸癌の

1例
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症例は38歳,男性.空腹時痛を主訴に当科外来受診,

ル-テン上部消化管内視鏡検査で十二指腸下行部をこ2型

進行癌の形態をとる腰痛を認めた.生検では低分化型腺

癌と診断された.ERCP では搾管 ･胆管共に正常,艶

頭部にも異常所見は懸かった.腹部血管造影では後鮮十

二指腸動脈に encasementが疑われ,超音波内視鏡で

は第逢- 5層までの浸潤が認められた｡以上の所見より

原発性十二指腸癌と診断 し輝頭十二指腸切除術を施行 し

た.切除漂本の病理診断は ademocaTCinoma(por>tub2)

sschOpancOlyOvln (+)であった.文献上40歳以

下の若年者発症また低分化腺癌は比較的稀であった.普

た低分化型腺癌 8リンパ節転移陽性 魯静脈侵襲陽性であ

り予後不良が予測された.

ll)高麗の主鮮管進展を認めた乳頭部癌の 1例
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我射 ま,高度の主鮮管進展を認めた副乳頭癌の 1例を

経験 したので報告する.症例は亜歳女性で,主訴は心窟

部痛であった.血液検査所見 身体所見は特に異常なかっ

た.画像上は罪体尾部に輝管の拡張は認めなかったが,

術前,鰐管拡張などの異常のない部分において,術中迅

速病理診断にて鮮管内進展を認め,二度の追加切除を行


